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仙台第三高校 出身

 後期学期が始まりました。朝晩は少しずつ涼しくなり、秋の訪れを感じる季節です。季節の

変わり目は体調を崩しやすい時期でもありますので、しっかり食べて、しっかり休み、心身ともに良い状態で後期をスター

トしてください。これからの数か月は、卒業・修了を迎える皆さんにとっては最後の仕上げの時期であり、在学生にとって

も進級に向けた大切な時期です。後期の始まりを一つの節目として、自分が達成したい目標を改めて考え、一つひとつ着実

に取り組んでいきましょう。大学生活では、勉強や研究、友人関係、将来のことなど、思い通りにいかず悩むこともあると

思います。そんなときは、一人で抱え込まず、先生や教学アドバイザー、友人、先輩など、身近な人に相談してください。

必要に応じて保健室やカウンセラーを頼ることも大切です。後期は長いようで、あっという間に過ぎていきます。焦らず、

自分のペースを大切にしながら、一日一日を積み重ねていってください。皆さんがそれぞれの目標に向かって、充実した大

学生活を送れることを願っています。
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入学してから早くも3年が経とうとしています。大学では様々な建築の講義を受けることが出来て、幅広く建築の知識が

付いてきた実感があります。今年度は3年生になり、工業高校出身ということで2級建築士試験に取り組みました。分から

ないことがほとんどの中、講義の内容が活かされる場面が多くあったので講義をより集中して聞くきっかけになりました。

そのお陰もあり、無事学科試験に合格することができてとても嬉しいです。最近は就活や研究室配属などで進路について

迷うことが沢山ありますが、大学生活を楽しみながらより一層努力して頑張っていきたいです。

2年次の前期が終わり、入学してから1年半が経ちました。私は普通科の高校から進学したため、入学当初は工業科出身

の学生との知識や技術の差に不安を感じていました。しかし、本学では基礎的な知識から学ぶことができ、理解度に合わ

せた講義が行われているため、現在では充実した大学生活を送ることができています。後期が終わると研究室配属や就職

活動が始まり、将来について考える機会が増えます。卒業後に何をしたいのかを具体的に考え、目標に合った時間の使い

方をしていきたいです。また、行き詰まったときは先生方にも相談しながら乗り越え、自信を持てるよう、これからも講

義や勉強に積極的に取り組んでいきたいと思います。
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Pick Up Lab.

10月現在のフォ
ロ ワ ー 数 は
1,181人。皆さ
ん の 積 極 的 な
フォローをお願
いします！

建築学科では、学生が海外の建築や都市、文化に直接触れ、幅広い視野を

身につけることを目的として、毎年ヨーロッパ研修を実施してきました。新

型コロナウイルス感染症の影響で長らく中止となっていましたが、今年度、

ようやく研修を再開することができました。今回は6名の学生が参加し、約2

週間の日程でイタリア、フランス、スペインの3か国を訪れました。歴史的な

建築や都市空間、現代建築などを実際に見て歩き、現地の空気を感じながら、

大学での学びとは異なる貴重な経験を得ることができました。

実は今回の研修は「リベンジ」でもあります。今年3月にも研修を予定して

いましたが、出発直前に中東情勢が急変したた

め、安全面を考慮して急きょ中止となりました。

参加予定の学生たちは成田空港まで到着して

おり、いよいよ出発という段階での中止だった

だけに、非常に残念な結果となりました。その

分、今回の研修は学生たちにとっても特別なも

のとなりました。今回の経験を、これからの設

計や研究、そして将来の建築活動に生かしてい

くことを期待しています。

今後は、ヨーロッパ研修を再び毎年開催して

いく予定です。

未来へつながる一歩 
中原大学（台湾）短期留学スタート

「念願のヨーロッパ研修を再開！
3か国を巡る2週間

9月14日（月）、建築学科の学生2名が、台湾・桃園市に

ある中原大学での短期留学に向けて日本を出発しました。

今回は、畑中友講師が学生を引率し、現地でのプログラム

に参加しています。台湾到着後は、中原大学の先生方に空港

までお迎えいただき、大学へ移動しました。現地では、中原

大学建築学科の紹介やキャンパス内の施設見学、先生方や学

生の皆さんとの交流などが行われます。

また、桃園市内にある台湾の建築家が設計した建築作品を

見学するなど、台湾の建築や文化に直接触れるプログラムも

予定されています。

学生たちはこれから約2か月間、現地での授業やさまざま

な活動、学生同士の

交流を通して、日本

とは異なる建築や文

化について学びます。

今後も、台湾での学

生たちの学びや交流

の様子を学科HPなど

で紹介していきます。

研渡邉研究室は都市環境工学を専門とし、都市暑熱

化や省エネ・脱炭素など、建築・都市の気候変動対策、すなわち緩和策と

適応策を主要な研究課題としています。渡邉自身は5年ぶりに建築学部に

戻りましたので、新しい研究テーマにも取り組みたいと考えています。現

メンバーは、4年生1名と3年生5名ですが、4年生は自らの興味で研究を

切り開こうとしていますので、私も様々に支援しているところです。これ

からも、学生諸君との議論を楽しみながら研究したいので、学生の皆さん

には、積極さ、自由闊達さ、自律さを期待しています。楽しく明るく取り

組みたいですね。
配属されたばかりの3年生たちと 9月末に第9回独日都市気候学会議
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